
岡山大学算数 ･数学教育学会誌

『パピルス』第9号 (2002年)45貢～55貢

中学校 ｢数学｣の実践的な指導に関する

大学生の資質能力

黒崎東洋郎 ･高橋敏雄

岡山大学教育学部

新学習指導要領が平成 14年度4月から完全実施されているO数学教育においては

指導内容の30%に伴う ｢学力の低下｣の危快､生徒の ｢数学J学習離れが進む中で､

如何に ｢数学の確かな学力｣を生徒に身に付けさせるかが長屋要課題となっているO

｢教育職員巷成審放会答申J(第3次答申)には､養成段階において､教科 (｢数学｣

指導に著しい支障が生じることなく実践できる資質 .能力が求められている○そこで､

教師を目指す学生の ｢数学｣指導できる資質 .能力について､中学生の ｢数学｣の学

力診断訓査問歴の通過率と比較することで､どんな数学指導についての資架 .能力が

キーワー ド.学力低下､数学離れ､数学の確かな学力､実践的指導力の基礎

Ⅰ はじめに

新学習指導要領の完全実施に伴い､｢数学Jの

学力低下を危倶する論紋がなされている｡岡部

恒治､西村和雄､戸瀬信之氏等は ｢分数ができ

ない大学生｣という本の中で､大学生の学力低

下を訴えているJ しかし､検証すべきことは､

東京理科大学の沢田利夫氏は､1995年と2

000年の数学の調査比較を通して､中学2年

生の数学の成績が ｢ゆとりの教育｣の中で低下

しているとの指摘であるC

文部科学省は､こうした指摘に対して､正A

の調査報告 (1999)や OECD生徒の学習到

達度調査 (PISA)､2000年調査国際結果を

基に学力低下fj:見られないと否定している｡

しかし､新学習指導要領に基づく指導か始ま

ったばかりの段階なので､新学習指導要領に基

づく ｢数学｣の指導の下で､｢数字 ｣の学力低下

が生じていると判断するのは､妥当ではないと

思われるo｢数学｣の指導内容の30%縮減によ

り､教生や図形に関する r数学｣の r知織 ･理

解｣｢技能｣等､いわゆる､丑的な学力は従前よ

りも低下するものと考えられるJ一方､rゆとり

の中で 『生きる力』の育成｣を目指す､新学習

指導要領では､r数学的な活動｣を通して､自ら

学び､自ら考える ｢関心 ･意欲 ･態度｣｢数学的

な見方や考え方｣等の質的な学力を高めること

に重点を置いているC

このように､新学習指導要領の意図は､多食

の ｢知識 ･理解｣｢技能｣の詰め込みではなく､

自ら学び､自ら考える力等の学力を高めること

で､学力の質的な転換を図ろうとしているC新

学習指導要領の意図実現のためには､｢数学教育｣

においても､学力の質的な転換に対応 した授業

改密が必要であり､これに適切に対応する教員

の資質 ･能力が求められている｡獲成段階にお

いても､新たな学ノJ観や学校現場にニーズに適

g]:こ応じることのできる梁質 ･能力や実践的指

導力を持つ ｢数字 ｣捜当の教員養成が求められ

ている｡
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そこで､新学習指導要領の意鼠実現を図る ｢数

学｣教員としての資質 ･能力を養成段階におい

て身につけているかどうかを調査することは､

意義あることであると考えるO

Ⅲ 研究の方法

1 調査研究の対象学生

中学校数且免許 (r数学科j)の取得を希望す

る草生を対射 こして調査した.調査対負数は､｢数

学教育｣の精義履修者115名である0

2 調査方法

新学習指導蟹領の意図実現に向けて､自ら学

び､自ら考える等の主体的な ｢数字｣の学びの

力を育成することのできる資質や能力を持って

いるかどうかを調香研究するために､中学校数

学の ｢学力診断調査｣を基にし､生徒の通過率

と学生の通過率とを比較する｡

このように､学生と生徒との r学力診断調査｣

の通過率を比較検討して､学生の ｢数学｣に関

する指導の弁質能力をある程度推し丑ることが

できると考えた根拠は､次の通りであるO

例えば､指導が難しいとされる ｢数学的な見

方や考え方｣に関する通過率が生徒が低くても､

学生の通過率が高ければ､この観点に立つ ｢学

力｣を高めることができると考えられる｡それ

は､学生には ｢数学的な見方や考え方｣が身に

付いているおり､これを指導する資質能力が ｢有

り｣と判断することができるからである｡

逆に､いくら生徒の通過率が高くて､早生の

通過率が低ければ､この観点に立つ ｢学力｣の

低下が危偵される｡それは､学生には､この観

点に立つ ｢数学｣指導の資質能力が ｢無い｣た

め､指導の効果が期待できないと考えられるか

らであるO

また､両者とも､通過率が高ければ､｢学力｣

の維持を期待することができる.}両者とも､通

過率が低ければ､生徒の通過率を高めるには､

この観点に立つ r学力｣を指導できる実践的な

教師力患形成を学生に身につけさせることが急

務の旺盛になると考えられる｡

なお､生徒と学生の通過率を比較するための

中学校数学の ｢学力診断調査j 問題は､旧学習

指導要領を基準に下での r敷皮関係｣の領域の

問題である.

Ⅲ 研究の結果

｢学力低下｣を危倶する人たち中には､指導

内容の30%縮減に伴う ｢知識 ･理解｣に関す

る塵的な面だけに日を奪われ､｢学力低下｣を唱

えている人がいる.,文部科芋省は､｢学力｣とは

｢知放 ･理解｣だけではなく､学ぼうとする ｢関

心 ･意欲 ･態度｣｢思考力｣岬1断力｣｢表現力｣

等も､どの生徒も身につけるべき ｢基礎的 ･基

本的な学力｣としている｡

そこで､ここでは､｢学力｣を学習指導要録に

示された観点別学習状況の4観点を ｢基礎的 ･

基本的な学力｣をとらえる視座と考え､4観点

に付いて学生が教師として ｢数学｣を指導する

箪質能力を形成しているといえるかどうかを､

生徒の r学力診断調査｣の通過率と比較して､

以下検討するo

l 学生の ｢知識 ･理解｣に関する教員として

の資質能力

(1)｢知識 ･理解｣に関する通過率

中学校 ｢数学｣の ｢数量関係｣領域に関する

｢知識 ･理解｣は､次の事項を挙げることがで

きるo

<第 1学年>

･比例､反比例の意味

･座標の意味

･比例や反比例の式の意味､グラフの特徴理

解

<第2学年>

･一次関数の意味
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･一次牌数の式の苦味､グラフの特徴理解

<第3学年>

･二次関数の意味

･二次関数U)式の意味､グラフの特徴理解

これらの ｢知識 ･理解｣に関するの通過率は､

次の表 1の通りである｡

表1 ｢知粍 ･理解｣に関する通過率

学年 問 題 通過亭生徒 学生

中学 ｢比例 ｣旧](1) 75.4 △89.I

の意味 E](2) 76.6 △91.5l

｢反比例｣ 回(1) 80.6 △90_7

の意疎 E](2) 90.9 △96,7

座標の意 B](1) 93.3 △97.7

1年 咲 B](2) 80.2 △93,0

比例の式､ E](1) 73.8 △ 98,4

グラフ の特徴 回 (2) 60.7 △90_7

午 一次関数の意味 E] 60.2 △89.7

一次関数 E] 76.9 △91.9

の式の意 E] 7一.8 △97.4

学 咲 回A 76.6 △98_3

2年 回B 71.8 △97.4

一次関数 回(1) 41.9 △83.6

の変化 回 (2) 〕6.2 △79.3

午 二次関数 E](1) 80.6 △94,3

学3年 の意味 E](2) 80.3 △95,9二次関数 巨匝 91.6 △98.4

(2)通過率から見た学生の ｢知識 ･理解｣に

関する指導の資質 ･能力

r教育職員養成審議会｣の答申 (1999)

では､｢いつの時代にも求められる教員の音質能

力｣の1つに､｢教科についての専門的知識｣を

上げている｡

教育学部草生の中学校 ｢数学｣の ｢数量関係｣

の領域における ｢知識 ･理解｣に関する通過率

は､表 1の通であるC全ての学年において､生

徒の通過率より高くなっている｡しかし､この

観点に関する ｢学力｣は､どの生徒にt)達成さ

せたい危低基準としての基礎的 ･基本的な ｢知

托 ･理解｣を取り上げているだけに､大学生の

通過率が､生徒より高いから､｢数字｣に関する

専門知和があると安心できない面が見受けられ

る｡

①学生の基本的な ｢関数｣の ｢知識 ･理解｣

に関する指導の資質能力は概ね良好

｢比例 ･反比例の意味｣｢一次関数の意味｣｢二

次関数の意味｣といった最も基本的な ｢知識 ･

技能｣の学生の通過率は､図 1のように約 90

%のレベルにあった｡

図1 学生の ｢関数の意味｣の通過率

･比例 ･反比例の意味 ･･･89. 1%

･一次関数の意味 ････89 7

･二次関数の意味 ･･- 94.3

欲を言えば､95%以上の通過率を期待 して

いたが､90%止まりであり､中学校 ｢数字 ｣

の ｢関数の意味｣についての専門的知識を ｢十

分｣とは言ず､｢おおむね持っている｣状況にあ

ると考えたい.)

②学生の ｢変化の様子｣に関する指導の資質

能力は ｢不十分｣な状況にある

｢関数｣の指導では､｢変化の様子｣の理解が

重要な指導内容であるが､これに関する通過率

が､次の図2の通り､生徒も低いが､大学生も

低い.,
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鼠2 一次関数の ｢変化の様子｣に関する

通過率

問題 生徒 学生

E](1) 41,9 83.6

(1) 36,2 79.3

Lilは､｢増加量｣の意味理解に関する問題であ

る｡すなわち､E](1)は､y-1/2X-1

の､且 (2)は､y--3X十5のXの増加且

が4のときのyの増加金を求めさせることによ

り､｢増加量｣の膏味を理解 しているかどうかを

診断 ･評価する問題であるO

生徒の通過率は､41.9.36.2と通過

率が低いが､大学生の通過率も83.6,79.

3と80%前後の通過率であり､他が90%前

後の通過率があるのに比べても低い｡｢数学｣の

教員としての専門的知織不十分であれば､生徒

に ｢数学｣の知識をきちんと身につけることは

できにくくなるものと考えられる｡図2の通過

率は､こうした ｢数学｣教育上の危快感を如実

に物語るものである｡

2 学生の ｢数学的な見方や考え方｣に関する

教員としての資質能力

(1)｢数学的な見方や考え方｣に関する

通過率

中学校 ｢数学｣の ｢数量関係｣領域に関する

｢数字的な見方や考え方｣は､次の事項を挙げ

ることができる｡

<第 1学年>

･変化や対応の関係に着目し､比例や反比例

の関係を見いたす

･比例や反比例の見方や考え方を活用して考

察する

く弟2学年>

･対応や変化の関係に着目し､---:次関数の関

係を兄いだす

･一次関数を活用して考察する

く第 3学年>

･対応や変化の関係に着目し､二次関数の関

係を兄いだす

･二次関数を用いて恥象を考察するQ

これらの ｢数学的見方や考え方｣に関する通

過率は､次の表2の通りであるO

表2 ｢数学的見方や考え方｣に関する通過率

学午 問 題 通過率生徒 学生

午学1 変化に着目し､比例関係 を兄いだす 回 43_3 △52_7

比例の式 回 (1) 67_4 △98.4

を活用 し 回 (2) 69.1 △76,7

て考察

午学2午 一次関数の関係 を見つける 回(1)① 44.3 △95,7一次関数 回(2)① 14.4 △62,9

の式 を悟 回(2)② 24.2 △79.3

用 して考 回(3)① 53.7 △86.2

秦 回(3)② 46.9 △70,7

中学3午 二次関数の変化に着目する 回(1)① 75.7 ▼72,4二次関数 瓦 46.9 △78.9

の式を用 回 (1) 65.8 △88.6

いて考察 也(2)① 65.1 △90.3

する 回(2)② 65.1 △89.3

(2)通過率から見た学生の ｢数学的な見方や

考え方｣に関する指導の資質 ･能力

｢数学的な見方や考え方｣の通過率は､他の
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｢知識 ･理解｣r表現 ･処理j等の観点に比べて
一般に低いと思われるo

Lかし､岡山大学算数 ･数字学力診断調査プ

ロジェク トの作成 した間腰は､教科番で取り上

げるような最低基準としての ｢数学的な見方や

考え方｣について調査したものであり､通過率

を易しい問題は70%以上､比較的難しい間鱈

でも60%以上と想定していた｡

生徒の ｢教学的な見方や考え方｣についての

通過率は､蓑2の通りである｡想定した以上に

通過率が低いものがあり､特に､50%を下回

っているものについては､｢数学的な見方や考え

方｣をのばすための授某改善が必要な指導事項

と判定することができる.

大学生の通過率は､中学校 ｢数学｣に関する

r教学的な見方や考え方｣を取り上げているの

で生徒の通過率よりも高いものと想定された｡

結果は､図2の通りであるが､通過率を見る

と学生の賓質能力にいくつかの課題があると考

えられる.｡

(丑 ｢数学的な見方や考え方｣に関する大学生

の教員となって指導する資質 ･能力は ｢不

十分日 と危倶される

｢生きる力｣を育成する新学習指導要領では､

多量の知識 ･技能よりも､｢思考力｣｢判断力｣

等を重視しているc数学科は､｢思考力｣｢判断
力｣を育成する分野を主として受け持つ教科で

ある.っしたがって､教員となって ｢数学科｣を

担当する学生には､｢数字的な見方や考え方｣を

指導する深紫能力が求められる｡ところが､下

記の図3の通り､生徒の通過率の低い ｢数学的

な見方考え方｣の問題に関して､草生の通過率

もきわめて低いのである｡

CZJ3 特に ｢通過率｣の低い ｢数学的な見方

や考え方｣の問題

問題 生徒 大学生

B] 4 3 .3 52 7

E](2)① 1 4 .4 62.9

E](3)② 4 6 .9 70.7

回は､中学 1年 ｢数字 ｣の指導事項 ｢数量の

変化に着目し､比例の関係を兄いだす｣に関す

る問題で､学生の通過率はわずか52 7%で

あるcE](2)①は､中学2年の指導事項 ｢一

次関数の式を活用して､xに比例する草魚を考

察する｣問題で､学生の通過率は62.9%で

あった｡E](3)②は r-次関数の式を用いて
yの変域を考棄する｣問題であるが､通過率は

70,7であったo

これらの ｢数学的見方や考え方｣に関して､

生徒の通過率は､教科音問題 レベルにもかかわ

らず達成は50%を下回っている.,｢数学的な見

方や考え方を｣を高め､学力水準を維持向上す

るためには､｢数学的な見方や考え方｣を指導で

きる教師力塵が求められる.

しかし､教師を目指す学生に､こうした資質

能力が身に付いているとは言えない状況にある

ことが判明したと言える｡

中学校数学レベルの ｢数字的な見方や考え方｣

の間舷全 14間中､通過率が80%を越えてい

るのは6問であり､42, 3%に過ぎない.,午

には､中学 3年 ｢二次関数に着目する｣に関す

る回 (1)①については､生徒の通過率は75.

7%であるのに対して､大学生の通過率72.

4%と､学生の通過率が生徒を下回っているも

のもあったC

3 学生の ｢表現 ･処理｣に関する教員として

の資質能力

(1)｢表現 ･処理｣に関する通過率

中学校 ｢数学｣の r数盈関係J領域に関する

｢表現 ･処理｣は､次の事項を挙げることがで

きる.,

く第 1学年>

･比例 ･反比例の関係を､表､式､グラフに

表現することができるC

<第2学年>

･一次関数の関係を､表､式､グラフに表現

することができる

<第3学年>
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･二次偶数の≡iLj係を､表､式､グラフに表現

することができるd

これらの ｢表現 ･処理｣に関するの通過率は､

次の表3のd'.:)であるO

表3 ｢表現 ･処坪｣に関する通過率

学午 問 迎亘 通過率生徒 学生

中学1午 比例 .反 E](1) 75_4 △89.】

比例の式表示 E](3) 64.7 △90.7

比例 .反 E](1) 7〕.0 △93,8

比例の グラフ表示 良 (2) 78.2 △92.2

辛 -次関数 B](1) 44.5 △87,Iの式表示 B](2) 53.3 △94.8

早2午 回 (3) 50.7 △ lOO一次関数 B](1) 75.5 △98,3

の グラフ表示 回 (2) 74.9 △98.3

午学3 二次関数 E](1) 80.6 △94.3

の式表示 E](2) 80.3 △95_9

二次関数 巨にD 91.6 △98,4

午 の グラフ 匡kZ) 90.7 △96,7
に表現 し 防 93.6 △98,4

(2)通過率から見た学生の ｢表現 ･処理｣に

関する指導の資質 ･能力

①学生の ｢表現 ･処理｣に関わる資質能力は

おおむね良好

表3の通過率を見る限り､学生の中学 ｢数学｣

における ｢表現 ･処理｣に関する通過率は高く､

l

r表現 ･処理｣に関する指導の教師力丑は､rお

おむね形成できている｣と考えられるo

r数量関係｣における ｢表現 ･処理Jに関す

る間席数は15問である｡その内､通過率90

%を越えるものが､全問題中の80%を占め､

E](3)を除いて､他の問題も90%に近い通

過率であったO

②学生の ｢表現 ･処理｣の通過率の高さと教

師力丑

学生の中学校 ｢数学｣における ｢表現 ･処理｣

に関する通過率が高いことは､好ましいことで

あるJしかしながら､これが､｢表現 ･処理｣の

指導に関する教師としての賢質能力と直結する

ものかどうか一考を要するC

例えば､表 3の通り､一次関数の関係を式表

示する問題回 (1)､回 (2)､回 (3)につい

ての生徒の通過率は低く､それぞれ44.5%､

53.3%､50.7%と低いo表現処理能力

を付けるためには､単に繰 り返しスキルをすれ

ばよいというものではないと思われる｡すなわ

ち､式は ｢数学の言語｣であり､｢知識 ･理解｣

とも関連付けて指導する必要があるからである｡

｢表現 ･処理｣の力を学生が身につけているこ

とは結構なことである｡しかし､教職を目指す

学生には､どんな ｢数学的な活動｣を通して ｢表

現 ･処理｣に関する学力を身につけさせればよ

いかその方策を構築できる資質能力が求められ

ることを忘れてはならない｡

4 学生の ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する教員

としての資質能力

(1)｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する通過率

中学校 ｢数学｣の ｢数量関係｣領域に関する

｢関心 ･意欲 ･態度｣は､次の事項を挙げるこ

とができる｡

<第 1学年>

･身の回りの2つの敷金の関係に関心を持ち

比例や反比例の関係を兄いだそうとする

･比例､反比例に関心を持ち､特徴を調べた

り活用したりしようとする
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<第2学年>

･身の回りの2つの数量の関係に関心を持ち

一次関数の関係を兄いだそうとするO

･一次関数に関心を持ち､特徴を調べたり活

用したりしようとする

<第3学年>

･身の回りの2つの数母の関係に関心を持ち

二次関数の関係を兄いだそうとする｡

･二次関数に関心を持ち､特徴を調べたり活

用したりしようとする

これらの ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する通過

率は､次の表4の通りである.

表4 ｢関心 ･意欲 ･態度｣に関する通過率

学年 問 題 通過率生徒 草生

中 実生活か 画 (1)ら比例 . 51.2 △58.9

芋 反比例の

1 関係 を見

年 つけよ うとする

比例の関係に関心を持ち､式表示 しよ うとする 8(2) 52.8 5S.1

中 一次関数 回 (1) 64.0 ▼54_3学 のグラフ 平行

2 に関心 を 傾き 32.3 △51.7

午 持 ち､特徴 を調べよ うとす 定数E](2)定点 5.540.6 △33.6▼37,1

る 9]片 36,5 T33.6
対称 2_0 ▼ 1.7

※第3学年は未調査

(2)通過率から見た学生の ｢関心 ･意欲 ･態

度｣に関する指導の資質 ･能力

自ら学び､考える力を育成する新しい中学校

｢数学教育｣では､｢関心 ･意欲 ･膿度｣を ｢基

礎的 ･基本的な学力｣と見なして重視している.,

生徒に ｢興味 ･関心 ･意欲｣を身につけさせ

るためには､教師自らが ｢数量関係｣に関する

指導事項に r興味 ･関心｣をもつことが重要な

架質能力であると考える｡

表4の通り､生徒の ｢数量関係｣についての

｢髄JL､･意欲 ･態度｣の通過率は低い｡正A調

査 (1999)報告では､数字 ｢大好き｣｢好き｣

の比･.tT,iが48%と国際平均を大きく下回ってい

たが､これを裏付けるような状況にある｡

中学校教員免許状 (｢数学科｣)の取得を希望

する学生の中学校 ｢数学｣の ｢教卓関係｣にお

ける ｢関心 ･意欲 ･態度｣の通過率はといえば､

60%に到達していない状況にある｡この状況

から判断して､学生には中学校 ｢数字Jの ｢関

心 ･意欲 ･態度｣に関して､教員として指導す

る資質能力は ｢身に付いていない｣と言える｡

学生に､｢関心 .意欲 ･態度｣に関する資架能

力が十分身に付いていないことは､学校教育に

おいて､｢知識 ･技能｣に重点が置かれ､問題解

決における解法のテクニックに目を奪われてき

た受験数学の弊害であると思われる｡

Ⅳ 結 語

新たな時代にむけた教員養成の改善方策 (敬

育職員養成審議会､第 1次答申)には､ 1 教

員に求められる資質能力 (1)いつの時代も教

員に求められる資質能力に､｢教科に関する専門

知汲｣｢実践的指導力｣を上げているJ

さらに､2 大学の教職課程の役割 (1)敬

員の資質能力の形成過程には､養成段階から教

科指導に関する最小限必要な ｢資flf能力｣を身

につけさせることを求めている｡

教員養成の改善方策に示されている通り､｢数
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学｣を担当する教職希望学生には､養成段階に

おいて､採用当初から教科としての ｢数学｣を

支障を生じることなく実践できる資質能力を身

につけることが求められている｡

また､新学習指導要領では ｢生きる力｣の育

成を目指 して､多丑の ｢知識 ･技能｣を身につ

けさせる従来の数学教育から指導内容を縮減し､

｢自ら学び､自ら考える｣等の力の育成に転換

を図ろうとしている｡そのためには､新学習指

導要領の意図実現に対応できる実践的な中学校

｢数学｣の指導力が教職を目指す学生には求め

られているO

こうした新たな教育改革の流れを受けて､本

研究では､学生の中学校 ｢数学｣に関する実践

的指導力の資質能力を､岡山大学算数 ･数学教

育学会が実施した中学校 ｢数学｣の ｢数丑関係｣

における学力診断調査の中学生と学生の通過率

とを比較することで考察 ･検討してみた｡

4観点から､学生の中学校 ｢数学｣に関する

実践的指導力の資質能力をみると､｢知識 ･理解｣

｢表現 ･処理｣に関しては､おおむね大きな支

障を生じることなく中学校 ｢数学｣を実践的に

指導できる資質能力を身につけていることが分

かったO-方､｢数字的な見方や考え方｣｢関心

･意欲 ･態度｣に関しては､実践的な指導力と

しては､不十分な状況にあることが分かった｡

新学習指導要領の意図実現に向けて､養成段

階で ｢数字的な見方や考え方｣｢関心 ･意欲 ･態

度｣に関する実践的な指導力を高める ｢数学｣

の教員養成カリキュラムの改善を図る必要が急

務の課題であると思われる.)
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中学校数学 :第 1学年 ｢数量関係｣ に関する

口 ybtJにLと刑 し.1=2の ときy-5となっていま
T.次の問いに言えなさい｡

(I) Jをxの式で英 しなさい｡

(2)LL例定蚊はい くらですか｡

回 1とyのlJ応が次の蓑のようになっていまT.
状のngいに答えなさい｡

(I) .rとyのあいだにはどんなAD旅があ りますか｡

9′､.[/
(2)r=2にTIJ応する)のlhを求めなさい｡

L9∠･97:/i.
(1) yを rの式で袈しな さい｡

(PD7yC)
E] 状のEaLこついて次の問いに答えなさい｡

())点 Cの埋けをiJt

めなさい｡

いて絶対fllLな点の

唾ほ を,求めなさい｡

I

A

3

∫

8

(.I)点Bと原点について点対称な点の座付を求めなさい.

(1)状の戊 を上のrZTに示しなさい｡

D(2.5) E(0.-5) F(十 3.5)

72､PY･･ク･7;,Yd/I7/-′二･一o千丁一3 7･7'/
計;o='讐?クラフをかきなさい｡ こ軒 ℃

7ユ03 日､･
6
I

7g､2*ClC:rて/咋

-

t1.-･
称

S

-～ O-～

′ ./,

し )07J4㌢.,i F
:'･･･仁子･一･･を●

E] 匂分 3(すつ水を入れると.80分でいっぱいにな

る水そうがある.毎分JJTつ水を入れるとき.いっ

ぱいになるまでy分かかるとして.yをxの式で轟し

なさい.

考え方

1138(lr-'17yD)

式妬 7%

回 状のEZlの長犬川ZABCDは. A
は b14cm 榊が 10cmです｡

点PはBからh允して.辺8C
上をCまで娼むものとし.Bか

らtCJrI遊んだときの△ABP

の転けをycm]としまT.

状の問いに答えなさい.

(l)yをxの式で轟しなさい.

(2)虻杜1の狂J丘を示 しなさい.

(終 チyD)

E] 次のクラフは.正 し川 と反比例のグラフで4･
yを∫の式で衣 しな さい .

川 ‖)

～

'l'73･CF

回 下の始を見て比例… にある問周 を作りなさい.

また,その帆孫を式で轟しなさい.

I/1270〔f7､･pof)

(患者 ヲ0､27(.)
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中学校数学 :第2学年 ｢数量関係｣に関する

口 )Tが xの 日次開 放で 次の未の よ うな他をとってい る･
この とき.六の空 らんにあては まる敗を求めなさい｡

_∫ -4 -2 0 2 4 6

γ -7 -I 2 5662･OC/0q
E] 】挟間 故 y=3x+4について グラフの傾 きと
tJ)片 をいい な さいO

川手~､:･･十'こU]片 p/I7yD
(97･IQ/) (

E] 状の 各点は .′1次W故y-2x+3の グラフ上の点
であ る｡⊂=コ にあては ま る敗を苔 えなきい.

A(-5,園 )B(麺 .17 ,

L77/,Q/) L竹 lC/P)
回 状の 1枚関 敗に づいて.xの増加 且 が 4であ るとき

の yの)tH)H晶 を112め な さい｡

I

(I) y=言x~ 1

(2) ),- - 3x十 5

何 ′人の-〉入関 鞍の グ ラフをかきな さい8
())y= 2x-J (2) y=-2x+3

牲JYoL郵 %) 7417Xljgr7%)

7P､3g)

U

I

回 状の削 lを3,た す一次W 故の式を三ドめなさい｡
川 ∫=r)の とき. )･=コで . Tが 5咽))日す ると yは2
Jf9JJ‖うる.

4〆.5%げ7/
('Z) I)ラ フ/)12点 (2,3),(-5,- 1日 を)alる｡

313_3ya(押
川 クラフ hld (I.- 2)を泊 り.Tg糊y=-3xに
平行 で あ る｡ lot7yo(/m,〆)

E] 右の団の長別ZABCDは .
樹が4ctTt.榊が6cmです.

点Pは 日か ら出免 して.辺BC

上を Cまで過tJもの としまT. 4cm

Bか らxcmi瑳んだときの

多角Tr三ABPDの面ntをycu)'

とします｡

次の問いに苔えなさい.

(I) yをxの式で表 し な さ い ｡

()C)#'i!;

..､壬'･,:,.:i?:埠

A′一 6cm一- ････､ D

([ 三 二 召

8＼xcm一今 C一

4'4 3 0Z cPi7L

(2日 1)で!Rめた式で.xに比例する部分と.定 位の部分
は,それそTl.上のE21の と●んなJLを轟 してい ますか.

rに比例する細分 (SPLク%)
/1､40/

虐 政の部分 (77･3方)
21.2i t年 若 4fL17,

(3)変触x.変改yのそLl･そtl･の空域i:示 しなさい｡

の変域13.I/考〔郎′.ヱDLl
yの安 城 4/tT;((70.I/C/)

回 状のグラフは ,閑散y-ax+bのグラフです.
(1).(2)について .乳がつい たことをせきま しょう｡

- 5 4 -

･グ･7-74宣布 IfDroL3f
･碗 碩 レt32､3%(刺
ay:1斉叔 ∫､∫だG:'占

変容/C･oo/a)

(2)

./iS.(4､2)丘朗 LMdB

.戚〆､貰い､ j'tl招

.細 FHL(赫 2､"1

.bQ'･ノ琢崩れ､-7t20/

(女君 /3､幣)



中学校数学 :第3学年 ｢数量関係｣に関する

回 状の岨今. ∫.yの附 を式に表 しなきい｡

()) Jは xの 2典に比例 し.x=-3のときy=72で
ある.

gTO､tD/こ㌢噂
(2) W放y=a∫7で.1=2の ときy=-Bである｡

Cu3〆(757i
E] W放 y=2i'lこついて . xのmrカ̀ 3から BまでLV

仙するときの変化の削合を求めなさい｡

変化の削合7ム70/.L172､絹)
B] 涼し､ところから物 を日掛 こ請とTとき.∫抄'&ま
でに確ちる作Llをymとすると.J=5∫1いう仙界かあ

りまナ.このi?Ll)について2秒'diから4秒'diまでの間の

rlL均の速 さを求めなきい｡

@] Tの歯は.3つのW放

y-iJ.. y-x7･ y-守 .

のクラフを同 じ座11軸 を使ってかいたものです｡① .② ,

旬は.それそJtどのrtd故のグラフになっていまTか.

① タ/JZ
〔?54:J'.:,

②po､70/
if3'170/C:･･

③ Pjt移
(nc'･-C.:

L ▲:ー

E] 右の団の正別 壬ABCDは l

iZZか8CEZlです.点Pは毎秒 2cm

の速さで.AからBまでLbき .

点Qは毎秒2cmの速さで.Aか

らDまで的きまT｡2点P.Q
が同時にAを出先 してから∫抄

後の△APQの面額をycm'と

します｡

次の問いに等えなさい.

(1) I.JのW孫を式に長 しなさい.

i )の5蛮J･2

八;_f射 盈墨牽

8cm - ＼ C

二 二

E] lつのさい･ころをnI'rるとき･5以上の日がLHも確
率を求めなきい.

E] 拝め中に.赤玉4臥 白玉2nB.乍玉3個が入って
いまT.この袋から玉を l瓜l取り出Tとき.次の相中を

求めなさい.

(I)赤玉が出るSt中

(2) 赤玉または白玉が出るFr中 L抑i

(野､/p/)

且 1から4まで触手をかいたカー ドが 川 ずつあ りま

千;言 崇 忘ふ.吉壬忘言ZTL: D E]E]E]
取りLbした順に左から右へ並べ

て 2けたの故を作 ります｡次の柁中を求めなさい｡

∩)その世故が帝政となる汀申

(2)その鎚故が 3のlg故となるは申

7フ7'i律
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